
■
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
地
球
環
境

　
自
民
党
に
政
権
交
代
し
、
民
主
党
政
権
が
２
０

１
２
年
９
月
に
掲
げ
た
「
２
０
３
０
年
代
の
原
子

力
発
電
稼
働
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
「
革
新
的
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
戦
略
」
は
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
政
権
に

な
っ
て
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な

い
。
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
が
不
透
明
な
中
、

電
力
の
安
定
供
給
は
当
面
期
待
で
き
ず
、
総
合
的

な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
中
長
期
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
。

省
エ
ネ
技
術
本
領
発
揮

電力の市場参入を検討していく（電力
システム改革専門委員会 ２月８日）

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

省
エ
ネ
法
が
改
正

電力システム改革

コ
ジ
ェ
ネ
拡
大
期
待

電
力
安
定
供
給
へ

年以内に適切な電源構成

家
庭
の
蓄
電
設
備
導
入
を
評
価需要側が会社選ぶ

　
２
月
８
日
に
骨
子
案
が
ま
と
ま

っ
た
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委

員
会
で
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
政

策
の
柱
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後
最

大
の
電
力
改
革
と
な
っ
た
今
回
の

改
革
案
は
、

年
ま
で
に
小
売
り

の
全
面
自
由
化
や
、
電
力
会
社
か

ら
送
配
電
部
門
を
切
り
離
す

発

送
電
分
離
を
行
う
。ま
た
こ
の
中

で
、
電
力
を
現
物
取
引
す
る
卸
電

力
取
引
所
の
活
性
化
策
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
ピ
ー
ク
時
に
電
力
料

金
を
弾
力
的
に
引
き
上
げ
て
需
要

を
減
ら
す
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

Ｄ
Ｒ

需
要
応
答
や
、節
電
し

た
電
力
を
売
買
す
る
「
ネ
ガ
ワ
ッ

ト
取
引
」
な
ど
を
市
場
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
電
力
シ
ス
テ
ム
は

将
来
の
需
要
を
見
越
し
、
原
子
力

発
電
所
や
火
力
発
電
所
な
ど
を
建

設
し
、
供
給
力
を
積
み
増
し
て
き

た
。
今
回
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

が
実
現
す
れ
ば
、
よ
り
需
要
側
の

意
向
を
反
映
し
や
す
く
な
る
。
そ

の
た
め
に
も
需
要
側
が
主
体
的
に

判
断
し
、
ふ
さ
わ
し
い
電
力
会
社

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事

業
拡
大
や
、
電
力
消
費
量
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き
の

電
力
量
計

の
整
備
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
も
期
待
で

き
る
。

熱利用都市インフラに

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）

▲
家
庭
で
は
電
力
ピ
ー
ク
時
の
使
用
電
力
を
削
減
す
る
取
り
組

み
が
必
要

東
芝
が
シ
ー
テ
ッ
ク
で
提
案
し
た
定
置
式
家
庭

用
蓄
電
シ
ス
テ
ム

　
政
府
は
今
国
会
に

年
以

来
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
関
す
る
法
律

省
エ

ネ
法

」
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
を
上
程
す
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
に
つ
い
て

し
ば
ら
く
不
透
明
な
状
態
が

続
く
こ
と
が
確
実
な
中
、
供

給
体
制
の
整
備
、
構
築
だ
け

で
な
く
、
需
要
側
に
お
い
て

も
積
極
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
促
す
こ
と
で
夏
場
の
電
力

の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
が
期
待
で

き
る
。
特
に
家
庭
や
企
業
な

ど
民
生
部
門
は
、
産
業
部
門

と
違
っ
て
削
減
余
地
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
産
業

や
運
輸
部
門
に
比
べ
て
、
過

去

年
間
の
増
加
が
著
し

く
、
対
策
の
強
化
は
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
法
改
正
案
の
特
徴

は
大
き
く
二
つ
。
ま
ず
電
力

ピ
ー
ク
時
に
お
け
る
需
要
側

の
対
策
。
需
要
側
が
従
来
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
加

え
、
蓄
電
池
や
ホ
ー
ム
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

、
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

、
自
家
発
電
設
備
、
蓄

熱
式
の
空
調
、
ガ
ス
空
調
な

ど
に
よ
っ
て
、
電
力
需
要
ピ

ー
ク
時
に
使
用
電
力
を
低
減

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
場

合
、
こ
の
取
り
組
み
を
評
価

す
る
。

　
２
点
目
は
以
前
か
ら
あ
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
建

材
を
新
た
に
加
え
る
。
断
熱

材
や
窓
な
ど
が
対
象
。
以
前

か
ら
の
制
度
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
機
器
の
製
造
・
輸
入
業

者
に
対
し
、
３
―

年
程
度

先
に
設
定
す
る
目
標
年
度
で

高
い
基
準

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
基
準

を
満
た
す
こ
と
を

求
め
、
目
標
年
度
に
な
る
と

達
成
状
況
を
確
認
す
る
制
度

だ
。
こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
機
器
が
対
象
だ
っ

た
。
家
庭
や
業
務
用
の
ビ
ル

で
は
冷
暖
房
に
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
お
り
、

窓
や
断
熱
材
な
ど
の
建
材
で

の
性
能
が
高
ま
れ
ば
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
経
済
産

業
省
は
ピ
ー
ク
電
力
削
減
だ

け
で
な
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
の
普
及
や
住
宅
建
材
の

市
場
拡
大
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
創
出
も
狙
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
経
産
、
国
土
交
通

の
両
省
は
、
住
宅
や
建
築
物

に
関
す
る
「
新
し
い
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
準
」
の
見
直
し
も

行
う
。
同
基
準
は
建
物
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
外
皮
の

断
熱
性
能
だ
け
で
な
く
、
設

置
し
た
設
備
の
効
率
も
反
映

さ
せ
る
の
が
特
徴
。
こ
れ
ま

で
は
外
皮
の
断
熱
性
や
設
備

の
性
能
を
建
物
全
体
で
一
体

的
に
評
価
で
き
る
基
準
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
建
築
主
や
購

入
者
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

を
客
観
的
に
比
較
し
に
く
か

っ
た
。

　
諸
外
国
に
合
わ
せ
、
１
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
指
標

と
し
、
断
熱
性
能
に
加
え
、

設
備
性
能
を
含
め
て
総
合
的

に
評
価
す
る
。
非
住
宅
は
４

月
か
ら
、
住
宅
は

月
か
ら

の
適
用
に
な
る
。

　
安
倍
政
権
は
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
３

年
以
内
に
判
断
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
う
え

で
、

年
以
内
に
原
子
力
や

火
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
適
切
な
電
源
構
成
を

打
ち
出
し
た
「
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
」
を
決
め
る
と
し
て
い

る
。
前
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
抜
本
的
に
見
直
さ

れ
、
原
子
力
発
電
の
位
置
づ

け
も
も
う
一
度
再
定
義
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
環
境
省
の
外
局

で

年
に
発
足
し
た
原
子
力

規
制
委
員
会
は
、
原
子
力
発

電
所
の
再
稼
働
を
左
右
す
る

新
し
い
安
全
基
準
を
７
月
に

施
行
す
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。
津
波
や
地
震
対
策
、
原

子
炉
の
過
酷
事
故
対
策
が
行

わ
れ
て
い
な
い
原
子
力
発
電

所
に
対
し
て
は
、
審
査
で
再

稼
働
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。

　
国
内
で
唯
一
稼
働
し
て
い

る
関
西
電
力
大
飯
原
発

福

井
県
お
お
い

町

も
例
外
で

は
な
い
。
新
基

準
の
も
と
、
７

月
以
降
に
再
稼

働
の
審
査
を
原

子
力
規
制
委
員

会
が
行
っ
て

も
、
審
査
期
間

や
実
際
の
再
稼

働
ま
で
の
日
数

な
ど
を
考
え
れ

ば
、
今
夏
の
再

稼
働
は
全
て
の

原
子
力
発
電
所

で
厳
し
い
の
が

実
情
。

　

年
以
降
も

国
内

基
の
原

子
力
発
電
所
の

再
稼
働
が
ど
う

な
る
か
は
依
然

と
し
て
不
透
明

と
な
る
。
こ
の

た
め
、
供
給
力

の
積
み
増
し
だ

け
で
な
く
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
需
要
の

抑
制
も
極
め
て
重
要
に
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

欠
か
せ
な
い
話
題
は
、
コ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併

給

シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
火
力
発
電

な
ど
で
発
電
し
た
電
力
と
と

も
に
、
熱
も
同
時
に
活
用

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
効

率
化
す
る
仕
組
み
。
こ
れ
ま

で
排
熱
と
し
て
捨
て
て
い
た

熱
を
利
用
す
る
た
め
、
省
電

力
に
つ
な
が
る
。
経
産
省
は

年
８
月
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
内
に
「
熱
電

併
給
推
進
室
を
設
置
、本
格

的
な
普
及
に
乗
り
出
し
た
。

　
経
産
省
の

年
度
予
算
案

で
も
大
型
の
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
補
助
と

し
て
１
５
０
億
円
を
新
規
で

計
上
し
た
他
、
以
前
か
ら
あ

る
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
補
助
も
倍
増
し
、
約

億
円
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
な

く
、
分
散
型
電
源
と
し
て
非

常
時
に
地
域
電
力
の
供
給
源

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
環

境
地
域

の
建
設
計
画
が
持

ち
上
が
っ
て
い
る
。
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
燃
料
電

池
、
蓄
電
池
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

電
気
も
熱
も
効
率
的
に
利
用

す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
構
築

で
き
れ
ば
、
都
市
の
新
し
い

将
来
像
だ
け
で
な
く
、
新
興

国
へ
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
へ
も

つ
な
が
る
期
待
が
あ
る
。

　
こ
の
他
、
経
産
省
は

年

度
予
算
案
で
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
以
外
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
役
立
つ
熱
利
用
と
し

て
、
太
陽
熱
や
地
中
熱
な
ど

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
利
用

の
補
助
に

億
円
を
盛
り
込

ん
だ
。
ま
た
、
複
数
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
の
他
、
蓄

熱
槽
や
下
水
、
河
川
な
ど
の

施
設
を
一
体
的
に
利
用
す
る

複
合
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

億
５
０
０
０
万
円
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
製
の
蓄
熱
材
な
ど
未

利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
革
新

的
活
用
技
術
研
究
開
発
と
し

て
、

億
５
０
０
０
万
円
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
た
。


